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自己資本比率規制の第３の柱　開示事項

自己資本比率規制の第3の柱　開示事項
J i m o t o  H o l d i n g s

（単位：百万円、％）

項目 前中間期末 当中間期末
コア資本に係る基礎項目
普通株式又は強制転換条項付優先株式に係る株主資本の額 109,603 126,256

うち、資本金及び資本剰余金の額 87,629 105,629
うち、利益剰余金の額 22,349 20,714
うち、自己株式の額（△） 82 87
うち、社外流出予定額（△） 294 ―
うち、上記以外に該当するものの額 ― ―

コア資本に算入されるその他の包括利益累計額 △497 △1,007
うち、為替換算調整勘定 ― ―
うち、退職給付に係るものの額 △497 △1,007

普通株式又は強制転換条項付優先株式に係る新株予約権の額 ― ―
コア資本に係る調整後非支配株主持分の額 ― ―
コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額 6,972 5,984

うち、一般貸倒引当金コア資本算入額 6,972 5,984
うち、適格引当金コア資本算入額 ― ―

適格旧非累積的永久優先株の額のうち、コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額 ― ―
適格旧資本調達手段の額のうち、コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額 ― ―
公的機関による資本の増強に関する措置を通じて発行された資本調達手段の額のうち、コア
資本に係る基礎項目の額に含まれる額 ― ―

土地再評価額と再評価直前の帳簿価額の差額の四十五パーセントに相当する額のうち、コア
資本に係る基礎項目の額に含まれる額 399 174

非支配株主持分のうち、経過措置によりコア資本に係る基礎項目の額に含まれる額 45 23
コア資本に係る基礎項目の額 （イ） 116,522 131,431
コア資本に係る調整項目
無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。）の額の合計額 654 1,182

うち、のれんに係るもの（のれん相当差額を含む。）の額 ― ―
うち、のれん及びモーゲージ・サービシング・ライツに係るもの以外の額 654 1,182

繰延税金資産（一時差異に係るものを除く。）の額 ― ―
適格引当金不足額 ― ―
証券化取引に伴い増加した自己資本に相当する額 1,350 1,209
負債の時価評価により生じた時価評価差額であって自己資本に算入される額 ― ―
退職給付に係る資産の額 2,879 2,746
自己保有普通株式等（純資産の部に計上されるものを除く。）の額 0 0
意図的に保有している他の金融機関等の対象資本調達手段の額 ― ―
少数出資金融機関等の対象普通株式等の額 ― ―
特定項目に係る十パーセント基準超過額 ― ―

うち、その他金融機関等の対象普通株式等に該当するものに関連するものの額 ― ―
うち、モーゲージ・サービシング・ライツに係る無形固定資産に関連するものの額 ― ―
うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に関連するものの額 ― ―

特定項目に係る十五パーセント基準超過額 ― ―
うち、その他金融機関等の対象普通株式等に該当するものに関連するものの額 ― ―
うち、モーゲージ・サービシング・ライツに係る無形固定資産に関連するものの額 ― ―
うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に関連するものの額 ― ―

コア資本に係る調整項目の額 （ロ） 4,885 5,139
自己資本
自己資本の額（（イ）－（ロ）） （ハ） 111,637 126,292
リスク・アセット等
信用リスク・アセットの額の合計額 1,321,990 1,359,347

うち、経過措置によりリスク・アセットの額に算入される額の合計額 4,433 3,869
うち、他の金融機関等向けエクスポージャー ― ―
うち、土地再評価額と再評価直前の帳簿価額の差額に係るものの額 4,433 3,869

マーケット・リスク相当額の合計額を八パーセントで除して得た額 ― ―
オペレーショナル・リスク相当額の合計額を八パーセントで除して得た額 56,960 54,395
信用リスク・アセット調整額 ― ―
オペレーショナル・リスク相当額調整額 ― ―
リスク・アセット等の額の合計額 （ニ） 1,378,950 1,413,742
連結自己資本比率
連結自己資本比率（（ハ）／（ニ）） 8.09 8.93

　自己資本比率は、銀行法第52条の25の規定に基づき、銀行持株会社が銀行持株会社及びその子会社の保有する資産等に照らしそれ
らの自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（2006年金融庁告示第20号。以下「持株自己資本比率告示又
は告示」という。）に定められた算式に基づき、連結ベースについて算出しております。
　また、当社は国内基準を適用のうえ、信用リスク・アセットの算出においては標準的手法を採用しております。

自己資本の構成に関する開示事項（連結）

(注) 上記「自己資本の構成に関する開示事項（連結）」に掲げた計表は、「2014年金融庁告示第７号」に定められた別紙様式第12号により定められた様式に従って記載しております。
なお、本表中、「当中間期末」とあるのは「2023年９月末」を、「前中間期末」とあるのは「2022年９月末」を指します。
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自己資本の充実度に関する事項～信用リスクに関する事項

自己資本比率規制の第3の柱　開示事項
J i m o t o  H o l d i n g s

その他金融機関等（持株自己資本比率告示第18条第６項第１号に規定するその他金融機関等をいう。）であって銀行持株会社
の子法人等であるもののうち、自己資本比率規制上の所要自己資本を下回った会社の名称と所要自己資本を下回った額の総額

自己資本の充実度に関する事項

（単位：百万円）

項目 2022年9月期 2023年9月期
リスク・アセット 所要自己資本の額 リスク・アセット 所要自己資本の額

［資産（オン・バランス）項目］
現金 ― ― ― ―
我が国の中央政府及び中央銀行向け ― ― ― ―
外国の中央政府及び中央銀行向け ― ― ― ―
国際決済銀行等向け ― ― ― ―
我が国の地方公共団体向け ― ― ― ―
外国の中央政府等以外の公共部門向け ― ― ― ―
国際開発銀行向け ― ― ― ―
地方公共団体金融機構向け 12 0 11 0
我が国の政府関係機関向け 2,688 107 2,363 94
地方三公社向け ― ― ― ―
金融機関及び第一種金融商品取引業者向け 11,984 479 11,175 447
法人等向け 450,029 18,001 458,497 18,339
中小企業等向け及び個人向け 333,718 13,348 351,025 14,041
抵当権付住宅ローン 54,880 2,195 58,440 2,337
不動産取得等事業向け 327,679 13,107 350,381 14,015
三月以上延滞等 1,639 65 1,730 69
取立未済手形 50 2 103 4
信用保証協会等による保証付 6,814 272 7,097 283
株式会社地域経済活性化支援機構等による保証付 27 1 25 1
出資等 3,984 159 3,926 157
（うち出資等のエクスポージャー） 3,984 159 3,926 157
（うち重要な出資のエクスポージャー） ― ― ― ―
上記以外 56,278 2,251 56,863 2,274
（うち他の金融機関等の対象資本等調達手段のうち対象普通株式等及びその他外部
ＴＬＡＣ関連調達手段に該当するもの以外のものに係るエクスポージャー） ― ― ― ―
（うち特定項目のうち調整項目に算入されない部分に係るエクスポージャー） ― ― ― ―
（うち総株主等の議決権の百分の十を超える議決権を保有している他の金融機関等に
係るその他外部ＴＬＡＣ関連調達手段に関するエクスポージャー） ― ― ― ―
（うち総株主等の議決権の百分の十を超える議決権を保有していない他の金融機関等
に係るその他外部ＴＬＡＣ関連調達手段のうち、その他外部ＴＬＡＣ関連調達手段
に係る五パーセント基準額を上回る部分に係るエクスポージャー）

― ― ― ―

（うち上記以外のエクスポージャー） 56,278 2,251 56,863 2,274
証券化 22,504 900 19,938 797
（うちＳＴＣ要件適用分） ― ― ― ―
（うち非ＳＴＣ要件適用分） 22,504 900 19,938 797
再証券化 ― ― ― ―
リスク・ウェイトのみなし計算が適用されるエクスポージャー 38,561 1,542 27,857 1,114
リスク・ウェイトのみなし計算又は信用リスク・アセットのみなし計算（ルック・スルー方式） 38,561 1,542 27,857 1,114
リスク・ウェイトのみなし計算又は信用リスク・アセットのみなし計算（マンデート方式） ― ― ― ―
リスク・ウェイトのみなし計算又は信用リスク・アセットのみなし計算（蓋然性方式250％） ― ― ― ―
リスク・ウェイトのみなし計算又は信用リスク・アセットのみなし計算（蓋然性方式400％） ― ― ― ―
リスク・ウェイトのみなし計算又は信用リスク・アセットのみなし計算（フォールバック方
式1250％） ― ― ― ―
経過措置によりリスク・アセットの額に算入されるものの額 4,433 177 3,869 154
他の金融機関等の対象資本調達手段に係るエクスポージャーに係る経過措置により
リスク・アセットの額に算入されなかったものの額 ― ― ― ―
資産（オン・バランス）計 1,315,288 52,611 1,353,309 54,132
［オフ・バランス取引等項目］
任意の時期に無条件で取消可能又は自動的に取消可能なコミットメント ― ― ― ―
原契約期間が１年以下のコミットメント 464 18 127 5
短期の貿易関連偶発債務 ― ― ― ―
特定の取引に係る偶発債務 821 32 945 37
ＮＩＦ又はＲＵＦ ― ― ― ―
原契約期間が１年超のコミットメント 1,124 44 977 39
内部格付手法におけるコミットメント ― ― ― ―
信用供与に直接的に代替する偶発債務 3,945 157 3,602 144
買戻条件付資産売却又は求償権付資産売却等（控除後） ― ― ― ―
先物購入、先渡預金、部分払込株式又は部分払込債券 ― ― ― ―
有価証券の貸付、現金若しくは有価証券による担保の提供又は有価証券の買戻条件付
売却若しくは売戻条件付購入 59 2 57 2
派生商品取引 110 4 127 5
長期決済期間取引 ― ― ― ―
未決済取引 ― ― ― ―
証券化エクスポージャーに係る適格なサービサー・キャッシュ・アドバンスの
信用供与枠のうち未実行部分 ― ― ― ―
上記以外のオフ・バランスの証券化エクスポージャー ― ― ― ―
オフ・バランス取引等項目 計 6,526 261 5,839 233
［ＣＶＡリスク相当額］（簡便的リスク測定方式） 166 6 191 7
［中央清算機関関連エクスポージャー］ 9 0 6 0

合　計 1,321,990 52,879 1,359,347 54,373

定量的な開示事項

　該当ございません。

信用リスクに対する所要自己資本の額（連結）

(注) 所要自己資本の額＝リスク・アセット×４％
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自己資本の充実度に関する事項～信用リスクに関する事項

（単位：百万円）

項目 2022年9月期 2023年9月期
所要自己資本の額

信用リスク（標準的手法） 52,879 54,373
オペレーショナル・リスク（基礎的手法） 2,278 2,175

合　計 55,158 56,549

信用リスクに関する事項

〈連結〉 （単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
信用リスク・エクスポージャー中間期末残高 信用リスク・エクスポージャー中間期末残高

貸出金、コミ
ットメント及
びその他のデ
リバティブ以
外のオフ・バ
ランス取引

有価証券 デリバティ
ブ取引

三月以上
延滞

エクスポー
ジャー

貸出金、コミ
ットメント及
びその他のデ
リバティブ以
外のオフ・バ
ランス取引

有価証券 デリバティ
ブ取引

三月以上
延滞

エクスポー
ジャー

国 内 計 2,339,740 2,051,425 128,930 554 2,641 2,358,078 2,054,340 132,479 639 5,119
国 外 計 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

地 域 別 合 計 2,339,740 2,051,425 128,930 554 2,641 2,358,078 2,054,340 132,479 639 5,119

製 造 業 156,053 145,051 10,841 ― 145 152,242 136,164 13,840 ― 2,217
農 業 、 林 業 11,335 11,200 88 ― 45 11,549 11,454 60 ― 33
漁 業 794 794 ― ― ― 833 832 ― ― ―
鉱業、採石業、砂利採取業 868 868 ― ― ― 842 842 ― ― ―
建 設 業 161,820 154,803 6,684 ― 320 170,070 162,426 7,356 ― 269
電気・ガス・熱供給・水道業 15,771 13,513 2,255 ― ― 19,025 15,912 3,109 ― ―
情 報 通 信 業 16,425 13,350 3,042 ― ― 14,672 11,861 2,775 ― 0
運 輸 業 、 郵 便 業 48,926 47,854 1,061 ― 6 47,800 45,562 2,223 ― 10
卸 売 業 、 小 売 業 141,236 136,172 4,195 ― 836 140,086 134,600 4,347 ― 1,105
金 融 業 、 保 険 業 393,649 275,139 9,816 333 ― 376,574 242,698 7,016 447 ―
不 動 産 業 、 物 品 賃 貸 業 427,374 421,836 5,282 ― 162 445,150 438,009 6,687 ― 329
各 種 サ ー ビ ス 業 232,424 222,487 9,420 ― 485 232,849 221,887 10,402 ― 521
国 ・ 地 方 公 共 団 体 169,027 96,305 72,439 ― ― 159,497 87,253 71,937 ― ―
そ の 他 564,033 512,049 3,802 220 639 586,881 544,834 2,722 191 631

業 種 別 合 計 2,339,740 2,051,425 128,930 554 2,641 2,358,078 2,054,340 132,479 639 5,119

１ 年 以 下 419,298 405,820 11,022 0 1,076 394,109 376,054 13,127 3 3,384
１ 年 超 ３ 年 以 下 151,695 123,222 28,083 10 366 170,871 121,812 48,738 22 261
３ 年 超 ５ 年 以 下 189,203 147,021 42,082 27 64 156,796 131,107 25,306 100 259
５ 年 超 ７ 年 以 下 122,686 111,931 10,226 309 192 190,320 180,383 9,611 242 82
７  年  超  10  年  以  下 264,400 257,827 6,411 69 92 175,026 170,598 4,227 15 185
10　　　　年　　　　超 987,663 959,616 27,487 137 422 1,040,662 1,010,890 28,985 254 531
期 間 の 定 め の な い も の 204,792 45,984 3,617 ― 426 230,289 63,491 2,481 ― 415

残 存 期 間 別 合 計 2,339,740 2,051,425 128,930 554 2,641 2,358,078 2,054,340 132,479 639 5,119

〈連結〉 （単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
期首残高 期中増減額 中間期末残高 期首残高 期中増減額 中間期末残高

一 般 貸 倒 引 当 金 6,358 613 6,972 6,218 △234 5,984
個 別 貸 倒 引 当 金 7,421 2,109 9,530 15,234 △1,007 14,226
特 定 海 外 債 権 引 当 勘 定 ― ― ― ― ― ―

合　計 13,779 2,722 16,502 21,453 △1,241 20,211

連結総所要自己資本額

信用リスクに関するエクスポージャーの中間期末残高及び三月以上延滞エクスポージャーの中間期末残高（地域別、業種別、
残存期間別）

(注) １．デリバティブ取引は与信相当額ベースであります。
２．「三月以上延滞エクスポージャー」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３カ月以上延滞しているエクスポージャー、又は引当金勘案前でリスク・ウェイトが150％であるエクスポージャーを
いいます。

３．2022年9月期より、その他のエクスポージャーのうち一部のエクスポージャーについて、金融業、保険業へ見直ししております。

一般貸倒引当金、個別貸倒引当金及び特定海外債権引当勘定の中間期末残高及び期中増減額
一般貸倒引当金、個別貸倒引当金及び特定海外債権引当勘定の中間期末残高及び期中増減額

(注) 一般貸倒引当金の地域別、業種別内訳については、算定を行っておりません。
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自己資本の充実度に関する事項～信用リスクに関する事項

〈連結〉 （単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
期首残高 期中増減額 中間期末残高 期首残高 期中増減額 中間期末残高

国 内 計 7,421 2,109 9,530 15,234 △1,007 14,226
国 外 計 ― ― ― ― ― ―

地 域 別 合 計 7,421 2,109 9,530 15,234 △1,007 14,226
製 造 業 1,122 2,140 3,263 5,564 △235 5,329
農 業 、 林 業 61 13 74 322 △5 316
漁 業 2 △0 1 1 △0 1
鉱 業 、 採 石 業 、 砂 利 採 取 業 33 △19 13 2 △2 ―
建 設 業 925 175 1,100 1,660 △70 1,590
電気・ガス・熱供給・水道業 0 0 0 1,745 49 1,794
情 報 通 信 業 112 △2 110 110 1 112
運 輸 業 、 郵 便 業 203 △63 140 140 △2 137
卸 売 業 、 小 売 業 1,835 △236 1,598 1,694 △87 1,607
金 融 業 、 保 険 業 43 △42 0 0 0 0
不 動 産 業 、 物 品 賃 貸 業 524 △43 480 468 △97 371
各 種 サ ー ビ ス 業 1,900 139 2,040 2,704 △533 2,170
国 ・ 地 方 公 共 団 体 ― ― ― ― ― ―
そ の 他 657 49 706 817 △23 794

業 種 別 合 計 7,421 2,109 9,530 15,234 △1,007 14,226

〈連結〉 （単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
製 造 業 ― 25
農 業 、 林 業 ― ―
漁 業 ― ―
鉱 業 、 採 石 業 、 砂 利 採 取 業 ― ―
建 設 業 ― 0
電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業 ― ―
情 報 通 信 業 ― ―
運 輸 業 、 郵 便 業 ― ―
卸 売 業 、 小 売 業 31 381
金 融 業 、 保 険 業 ― ―
不 動 産 業 、 物 品 賃 貸 業 ― ―
各 種 サ ー ビ ス 業 ― ―
国 ・ 地 方 公 共 団 体 ― ―
そ の 他 7 0

業 種 別 合 計 38 408

〈連結〉 （単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
格付あり 格付なし 格付あり 格付なし

０％ 188,425 401,590 164,297 393,390
10％ 0 105,774 0 104,295
20％ 93,429 3,327 97,430 1,479
35％ ― 175,199 ― 185,365
50％ 199,612 493 170,249 722
75％ ― 386,995 ― 411,982
100％ 5,655 791,566 5,879 830,447
150％ ― 862 ― 869
250％ ― ― ― ―
1250％ ― ― ― ―
合　計 487,123 1,865,810 437,857 1,928,553

個別貸倒引当金の地域別、業種別内訳

業種別又は取引相手の別の貸出金償却の額

標準的手法が適用されるエクスポージャーについて、リスク・ウェイトの区分ごとの信用リスク削減手法の効果を勘案した後
の残高並びに持株自己資本比率告示第57条の５第２項第２号、第155条の２第２項第２号及び第226条（持株自己資本比率告
示第103条及び第105条において準用する場合に限る。）並びに第226条の４第１項第１号及び第２号（持株自己資本比率告
示第103条及び第105条において準用する場合に限る。）の規定により1250パーセントのリスク・ウェイトが適用されるエク
スポージャーの額

(注) 「格付あり」エクスポージャーには、原債務者の格付を適用しているエクスポージャーに加え、保証人の格付を適用しているエクスポージャーやソブリン格付に準拠したリスク・ウェイトを適用しているエクス
ポージャーが含まれております。

35



じもとホールディングス Disclosure 2023 Interim Report

じ
も
と
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

き
ら
や
か
銀
行

仙
台
銀
行

2024/01/15 13:13:10 / 23047948_株式会社じもとホールディングス_ディスクロージャー誌（中間）
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信用リスク削減手法に関する事項

（単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
適格金融資産担保が適用されたエクスポージャー 35,854 29,002
保証又はクレジット・デリバティブが適用されたエクスポージャー 125,620 114,555

派生商品取引及び長期決済期間取引の取引相手のリスクに関する事項

（単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
グロス再構築コストの額 34 131

（単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
与信相当額 554 639

派生商品取引 554 639
外国為替関連取引 ― ―
金利関連取引 554 639
株式関連取引 ― ―
その他取引 ― ―

クレジット・デリバティブ ― ―

（単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
与信相当額 554 639

派生商品取引 554 639
外国為替関連取引 ― ―
金利関連取引 554 639
株式関連取引 ― ―
その他取引 ― ―

クレジット・デリバティブ ― ―

信用リスク削減手法が適用されたエクスポージャー

(注) 適格金融資産担保には、貸出金と自行預金の相殺が可能なエクスポージャー（2022年９月期：26,532百万円、2023年９月期：20,344百万円）を含んでおります。

イ．与信相当額の算出に用いる方式
　通貨関連取引等の与信相当額はカレント・エクスポージャー方式にて算出しております。
　カレント・エクスポージャー方式とは、デリバティブ取引の信用リスク計測手段の１つで、取引を時価評価することに
よって再構築コストを算出し、これに契約期間中に生じるであろう同コストの増加見込額（ポテンシャル・エクスポージ
ャー）を付加して与信相当額を算出する方式をいいます。

ロ．グロス再構築コストの額（零を下回らないものに限る。）の合計額

ハ．担保による信用リスク削減手法の効果を勘案する前の与信相当額

(注) 原契約期間が５営業日以内の外国為替関連取引の与信相当額は、上記記載から除いております。

ニ．ロに掲げる合計額及びグロスのアドオンの合計額からハに掲げる額を差し引いた額
　該当ございません。

ホ．担保の種類別の額
　該当ございません。

ヘ．担保による信用リスク削減手法の効果を勘案した後の与信相当額

(注) 原契約期間が５営業日以内の外国為替関連取引の与信相当額は、上記記載から除いております。

ト．与信相当額算出の対象となるクレジット・デリバティブの想定元本額をクレジット・デリバティブの種類別、かつプロテ
クションの購入又は提供の別に区分した額
　該当ございません。

チ．信用リスク削減手法の効果を勘案するために用いているクレジット・デリバティブの想定元本額
　該当ございません。
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証券化エクスポージャーに関する事項

（単位：百万円）

原資産の種類
2022年9月期 2023年9月期

原資産の額 うち、三月
以上延滞 当期損失額

原資産の額 うち、三月
以上延滞 当期損失額資産譲渡型

証券化取引
合成型
証券化取引

資産譲渡型
証券化取引

合成型
証券化取引

住宅ローン債権 41,662 ― 7 ― 37,517 ― 26 ―
合　計 41,662 ― 7 ― 37,517 ― 26 ―

　該当ございません。

（単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
住宅ローン債権 8,838 8,838
合　計 8,838 8,838

（単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
残高 所要自己資本の額 残高 所要自己資本の額

20％以下 ― ― ― ―
20％超50％以下 ― ― ― ―
50％超100％以下 ― ― ― ―
100％超1250％以下 8,838 849 8,838 743
合　計 8,838 849 8,838 743

（単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
住宅ローン債権 1,350 1,209
合　計 1,350 1,209

持株会社グループがオリジネーターである証券化及び再証券化エクスポージャーに関する事項
⑴　原資産の種類別の内訳及び原資産を構成するエクスポージャーの当期損失額

⑵　証券化取引を目的として保有している資産の額及びこれらの主な資産の種類別の内訳
　該当ございません。

⑶　当期に証券化取引を行ったエクスポージャーの概略

⑷　証券化取引に伴い当期中に認識した売却損益の額及び原資産の種類別の内訳
　該当ございません。

⑸　保有する証券化エクスポージャーの額及び主な原資産の種類別の内訳

(注) 再証券化エクスポージャーに該当する取引は保有しておりません。

⑹　保有する証券化エクスポージャーのリスク・ウェイトの区分ごとの残高及び所要自己資本の額

⑺　証券化取引に伴い増加した自己資本に相当する額及び原資産の種類別の内訳

⑻　持株自己資本比率告示第226条並びに第226条の４第１項第１号及び第２号の規定により1250パーセントのリスク・ウェ
イトが適用される証券化エクスポージャーの額及び主な原資産の内訳

　該当ございません。

⑼　早期償還条項付証券化エクスポージャー
　該当ございません。

⑽　保有する再証券化エクスポージャーに対する信用リスク削減手法の適用の有無及び保証人ごと又は当該保証人に適用され
るリスク・ウェイトの区分ごとの内訳

　該当ございません。
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（単位：百万円）

エクスポージャーの額
2022年9月期 2023年9月期

住宅ローン債権 ― ―
自動車ローン ― ―
クレジットカード与信 ― ―
リース債権 ― ―
事業者向け貸出 ― ―
法人向け信用リスク（ＣＤＯ）等 ― ―
その他 6,345 6,714
合　計 6,345 6,714

（単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
残高 所要自己資本の額 残高 所要自己資本の額

20％以下 6,345 50 6,714 53
20％超50％以下 ― ― ― ―
50％超100％以下 ― ― ― ―
100％超1250％以下 ― ― ― ―
合　計 6,345 50 6,714 53

持株会社グループが投資家である証券化及び再証券化エクスポージャーに関する事項
⑴　保有する証券化及び再証券化エクスポージャーの額及び主な原資産の種類別の内訳

(注) １．再証券化エクスポージャーは保有しておりません。
２．オフ・バランスの証券化エクスポージャーは保有しておりません。

⑵　保有する証券化及び再証券化エクスポージャーの適切な数のリスク・ウェイトの区分ごとの残高及び所要自己資本の額

(注) １．再証券化エクスポージャーは保有しておりません。
２．オフ・バランスの証券化エクスポージャーは保有しておりません。

⑶　持株自己資本比率告示第226条並びに第226条の４第１項第１号及び第２号の規定により1250パーセントのリスク・ウェ
イトが適用される証券化エクスポージャーの額及び主な原資産の種類別の内訳
　該当ございません。

⑷　保有する再証券化エクスポージャーに対する信用リスク削減手法の適用の有無及び保証人ごと又は当該保証人に適用され
るリスク・ウェイトの区分ごとの内訳

　該当ございません。
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出資等又は株式等エクスポージャーに関する事項

（単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
中間連結貸借対照表計上額 時価 中間連結貸借対照表計上額 時価

上場している出資等又は株式等エクスポージ
ャーの中間連結貸借対照表計上額 2,468 2,934
上場株式等エクスポージャーに該当しない出
資等又は株式等エクスポージャーの中間連結
貸借対照表計上額

1,899 1,909

合　計 4,367 4,367 4,843 4,843

（単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
売却損益額 2 98
償却額 3 9

（単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
中間連結貸借対照表で認識され、かつ、中間
連結損益計算書で認識されない評価損益の額 304 863

リスク・ウェイトのみなし計算又は信用リスク・アセットのみなし計算が適用されるエクスポージャーに関する事項
リスク・ウェイトのみなし計算が適用されるエクスポージャーに関する事項

（単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期
ルック・スルー方式 381,208 361,882
マンデート方式 ― ―
蓋然性方式（250％） ― ―
蓋然性方式（400％） ― ―
フォールバック方式 ― ―
合　計 381,208 361,882

金利リスクに関する事項
（単位：百万円）

IRRBB１：金利リスク

項番
イ ロ ハ ニ

⊿ＥＶＥ ⊿ＮＩＩ
当中間期末 前中間期末 当中間期末 前中間期末

１ 上方パラレルシフト 0 0 127 588
２ 下方パラレルシフト 32,194 30,869 400 37
３ スティープ化 0 0
４ フラット化
５ 短期金利上昇
６ 短期金利低下
７ 最大値 32,194 30,869 400 588

ホ ヘ
当中間期末 前中間期末

８ 自己資本の額 126,292 111,637

中間連結貸借対照表計上額及び時価並びに次に掲げる事項に係る中間連結貸借対照表計上額

出資等又は株式等エクスポージャーの売却及び償却に伴う損益の額

中間連結貸借対照表で認識され、かつ、中間連結損益計算書で認識されない評価損益の額

中間連結貸借対照表及び中間連結損益計算書で認識されない評価損益の額
　該当ございません。

(注) １．ルック・スルー方式とは、当該エクスポージャーの裏付となる個々の資産の信用リスク・アセットを算出し足し上げる方式でございます。
２．マンデート方式とは、ファンドの運用基準に基づき、最もリスク・アセットが大きくなる資産構成を想定し、個々の信用リスク・アセットを足し上げる方式でございます。
３．蓋然性方式とは、当該エクスポージャーの裏付となる個々の資産のリスク・ウェイトが250％以下、又は400％以下である蓋然性が高いことを疎明した場合に250％又は400％のリスク・ウェイトを適用し
て算出する方式でございます。

４．フォールバック方式とは、1250％のリスク・ウェイトを適用する方式でございます。

（注）本表中「当中間期末」とあるのは「2023年9月末」を、「前中間期末」とあるのは「2022年9月末」を指します。
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